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A

中
小
建
設
事
業
主
等
が
自
ら
行
う
も
の
又
は
労
働
安
全
衛
生
法（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
登
録
教
習
機
関
、
建
設
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
建
設
省
令

第
十
四
号
）
第
十
八
条
の
三
の
四
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
登
録
基
幹
技
能
者
講
習
実
施
機
関
若
し

く
は
ハ
に
該
当
す
る
中
小
建
設
事
業
主
の
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
（
以
下
「
中
小
建
設
事
業
主

団
体
等
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
ü
及
び
@

に
該
当
す
る
技
能
実
習
を
行
う
も
の
（
以
下
「
登
録
教
習
機

関
等
」
と
い
う
。）に
委
託
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

]

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ü

技
能
実
習
の
内
容
が
建
設
業
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
検
定
に
関
連
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

@

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
教
育
訓
練
で
あ
っ
て
、
同
法
第
十
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
教
育
訓
練

実
施
者
に
委
託
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
七
条
の
二
第
一
号
ニ
中
「
技
能
実
習
等
」
を
「
技
能
実
習
」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
中
小
建
設
事
業
主
団
体
又

は
そ
の
連
合
団
体
（
以
下
「
中
小
建
設
事
業
主
団
体
等
」
と
い
う
。）」
を
「
中
小
建
設
事
業
主
団
体
等
」
に
改
め
、

同
号
ヌ
中「（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）」を
削
り
、
同
条
第
二
号
イ
中
「
該
当
す
る
者
」
を
「
該
当
す
る
中

小
建
設
事
業
主
等
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
該
当
す
る
者
」
を
「
該
当
す
る
中
小
建
設
事
業
主
」
に
、「
四
千
円
」
を

「
五
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

前
号
ハ
に
該
当
す
る
中
小
建
設
事
業
主
等

次
の
\
及
び
]
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

規
定
に
定
め
る
額

\

前
号
ハ
\
に
該
当
す
る
技
能
実
習
を
行
っ
た
場
合

当
該
技
能
実
習
に
要
し
た
経
費
の
額
の
十
分
の
九

に
相
当
す
る
額
（
当
該
中
小
建
設
事
業
主
等
が
登
録
教
習
機
関
等
に
委
託
し
て
行
う
と
き
は
、
当
該
技
能

実
習
に
係
る
受
講
料
の
う
ち
当
該
中
小
建
設
事
業
主
等
が
負
担
し
た
額
の
十
分
の
八
に
相
当
す
る
額
）（
一

の
技
能
実
習
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
二
十
万
円
を
限
度
と
す
る
。）

]

前
号
ハ
]
に
該
当
す
る
技
能
実
習
を
行
っ
た
場
合

当
該
技
能
実
習
に
係
る
受
講
料
の
う
ち
当
該
中
小

建
設
事
業
主
等
が
負
担
し
た
額
の
十
分
の
八
に
相
当
す
る
額
（
一
の
技
能
実
習
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り

二
十
万
円
を
限
度
と
す
る
。）

第
七
条
の
二
第
二
号
ニ
中
「
該
当
す
る
者
」
を
「
該
当
す
る
中
小
建
設
事
業
主
」
に
、「
七
千
円
」
を
「
八
千
円
」

に
改
め
、
同
号
ヘ
]
中
「
七
千
円
」
を
「
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
チ
及
び
リ
中
「
該
当
す
る
者
」
を
「
該
当
す
る

職
業
訓
練
推
進
団
体
」
に
改
め
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て「（
施
行
期
日
）」を
付
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
建
設
労
働
者
確
保
育
成
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

２

岩
手
県
、
宮
城
県
又
は
福
島
県
の
区
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
の
中
小
建
設
事
業
主
等
に
対
す
る
建
設
労
働
者

確
保
育
成
助
成
金
の
支
給
に
係
る
第
七
条
の
二
第
二
号
ハ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
号
ハ
中
「
経
費

の
額
の
十
分
の
九
」
と
あ
る
の
は
「
経
費
の
額
」
と
、「
負
担
し
た
額
の
十
分
の
八
」
と
あ
る
の
は「
負
担
し
た
額
」

と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。）第
百
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
\
の
環
境
整
備
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
又

は
同
号
ロ
\
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
高
年
齢
者
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
ロ
]
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
労
働

環
境
向
上
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
四
項
第
七
号
の
規
定
に
よ
り
精
神
障
害
者
等
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
精
神
障
害
者
等
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

４

施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
二
項
第
一
号
イ
]
又
は
ロ
]
の
育
児
休
業
又
は
介
護
休
業
を
開
始
し
、

平
成
二
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
同
号
イ
^
又
は
ロ
^
の
育
児
休
業
又
は
介
護
休
業
を
終
了
し
た
被
保
険
者

が
い
る
中
小
企
業
事
業
主
又
は
中
小
企
業
事
業
主
団
体
に
対
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
両
立
支
援
助

成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５

施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
九
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進

助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
条
の
二
第
一
号

ハ
及
び
ニ
並
び
に
第
二
号
ハ
及
び
ニ
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
同
条
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
技
能
実
習
を
開
始
す

る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
も
の
と
し
、
施
行
日
前
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
条
の
二
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
技
能
実
習
を
開
始
し
た
者
に
対
す
る
建
設
労
働
者

確
保
育
成
助
成
金
（
当
該
技
能
実
習
の
実
施
に
つ
い
て
の
助
成
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
八
号

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
十
八
条
第
三
項
、
第
十
九
条
第
四
項
、
第
二
十
一
条
第

三
項
、
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
二
十
四
条
第
二
項
並
び
に
厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十

二
号
）
第
百
四
十
条
第
三
項
、
第
百
四
十
九
条
第
二
項
及
び
第
百
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法

及
び
同
令
を
実
施
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

〇
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
七
号

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三

十
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
六
年

厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
号
中
「
十
五
万
七
千
二
百
円
」
を
「
十
五
万
六
千
七
百
円
」
に
、「
七
万
八
千
六
百
円
」
を
「
七
万
八

千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
イ
中
「
十
五
万
六
千
四
百
円
」
を
「
十
五
万
五
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中

「
七
万
八
千
二
百
円
」
を
「
七
万
八
千
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
本
邦
に
上
陸
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
自
立
支
度
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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